












































































 ・課 題 番 号：26370035 
・種別・年度：基盤研究（C）（一般）・2014（平成 26）年度～2016（平成
28）年度 



































し、くの字点（「 く 」および「 〲 」）は表記せず、文字を繰り返し表













  ・全…中島悦次著『愚管抄全註解』（有精堂、昭和 44（1969）年、平仮
名は片仮名に改めた） 
  ・文…丸山二郎校註『愚管抄』（岩波書店（文庫）、昭和 24（1949）年） 




































   ・通読して意味が通りやすくなる 
   ・一般的な人物名の明示 例）「大職冠（藤原鎌足）」 




     ・上原雅文 No.1～No.123 
     ・栗原 剛 No.124～No.165、No.250～No.356 
     ・柏木寧子 No.166～No.249 
     ・吉田真樹 全体調整 



















①文明本 宮内庁書陵部所蔵 六帖 袋綴 
 ・現存諸本のうち、最古の写本。 
 ・片仮名。平仮名が混用されている部分もあり。 
 ・皇帝年代記、朱雀天皇の頭初 27文字で終わる。 
 ・奥書より、文明 8（1476）年、書写。 
②河村本 宮内庁書陵部所蔵 二帖 袋綴 
 ・平仮名。 
 ・上帖（巻一（現在は二）～四）下帖（巻五・六・附録） 
 ・奥書より、天明 4（1784）年、河村秀根が書写。 





 ・巻第一は朱雀天皇 27文字まで。巻第二は改めて朱雀天皇から。 















  （阿波本と文明本とは、十カ所相違（「新訂増補国史大系」昭和 39年
版月報）） 









⑦宮本 神宮文庫所蔵 旧豊宮崎文庫 写本  
 ・『新訂増補国史大系 第十九巻』で校合 
⑧林本 神宮文庫所蔵 旧林崎文庫 写本  
 ・『新訂増補国史大系 第十九巻』で校合 
⑨図本 帝国図書館本  
 ・『新訂増補国史大系 第十九巻』で校合 
 
２．刊本 
①近藤瓶城『史籍集覧 巻二』（明治 33（1900）年） 
 ・底本：天明本 





 ・底本： 文明本（宮内省図書寮（宮内庁書陵部）所蔵） 
 ・校合：イ本 原本の注 
集本 『史籍集覧 第二冊』（明治 33（1900）年） 
     河本 宮内省書陵部所蔵 河村秀根奥書 写本 
     宮本 神宮文庫所蔵 旧豊崎宮文庫 写本 
     林本 神宮文庫所蔵 旧林崎文庫 写本 
     図本 帝国図書館本 
     史本 東京大学史料編纂所本 
③丸山二郎『愚管抄』（岩波文庫、昭和 24（1949）年） 





 ・底本：天明本（東京帝国図書館所蔵）  
 ・校合：帝図本・図本 東京帝国図書館所蔵の写本 
伴本 図本に引用された伴信友（？）の校本 
     集覧本 『史籍集覧 第二冊』 
     大系本 『旧 国史大系 第十四巻』 
     新大系本 『新訂増補国史大系 第十九巻』 
     一本 図本または新大系本に校合された異本 















































































































































































































































































































































































36  仲哀ハソノ御子ナリ。   



















































































































































































































67 132-11 ソノヽチ御子タチ三人ミナ御位ニツカセ給フ。  ・内容的には、132-6（No.61）から続く。 
【その後（仁徳天皇がお亡くなりになった後）は、御子達が三人みな皇位にお即きになった。】 
 




































































































































80  飯豊天皇トゾ申ケル。  【（この女帝は）飯豊天皇と申し上げる。】 
 
 












































































89  安閑・宣化・欽明ナリ。  【それは安閑天皇・宣化天皇・欽明天皇である。】 
 



















































































































102  又、アルマジトヒシトサダメタルクニナリ。  【また、あってはならないと固く定めた国である。】 
 






















































































































































































120  守屋等ヲコロスコトハ、仏法ノコロスニハアラズ。  【守屋達を殺すことは、仏法が殺したのではない。】 
 
121  王法ノワロキ臣下ヲウシナヒ給也。  【王法にとっての悪い臣下を殺しなされたのである。】 
 


















































130  サレド二年ニテ程ナシ。 
 
 【が、その御治政は二年の短さに終わった。】 























































































































































































































































































































































































































































170  ツギニ持統天皇位ニツカセ給。   
171  是ハ女帝ナリ。   
























178  元明・元正也。   
































188  廿五年タモタセ給。   







191  東大寺作ラレタリ。   
192  行基菩薩諸国ノ国分寺ヲツクル。   









































200  淡路〔ノ〕廃帝ト云帝王ハ是也。 〔ノ〕阿：な
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206  コレラハミナイヒフリタル事ドモナリ。   




















211  光仁天皇ト申〔ハ〕是也。 〔ハ〕国文：
なし 
 
212  先帝高野天皇詔曰、宜以大納言白壁王立皇太子云々。   






































































































































































































































































































































































・「仏法ニイレテ心得」とはどういうことか。cf. No.232, No.304 
【その所以を仏法の論理によって理解すると、人界の生というものは、母の腹に宿って人は出
て来ることである。】 
239  コノ母ノ苦、イヒヤル方ナシ。  【母のこの（生みの）苦しみは言い表しようがない。】 
 






























































































・「王位ノ正法」とは何か。父から嫡男への王位の継承か。cf. No.66, No.96, No.234 








































252  ソレモ平城ノ内侍督薬子ガ処為トイフ。  【それも、平城天皇の内侍督、薬子のせいであるという。】 
 



































































































































































































































































































































































































































































291  権者タチノムマレテ、カヽルコトハアリケルニヤ。  ・「ニヤ」のニュアンス、不明。同上。 
【権者（神仏の権化である者たち）が出現して、このようなことは起こったのだろうか。】 


















294  時平ノ讒言ト云事ハ一定也。  【時平が道真を讒言したということは、確かである。】 
 



































































300  コレモスナハチコトノ真実ヲコソイヘ。  【このことも、事の真実をそのまま伝えているのだ。（それなのに）】 
 











































































































310  ツヰニエ申イレサセ給ハズ。 
 
 【最後には、お申し入れをすることもお出来にならず、】 


















































318  延喜ハ卅三年マデタモタセ給タリ。 
 
 【醍醐天皇は、三十三年もその位をお保ちになった。】 
319  其後ハ三十年ニヲヨビテヒサシキ御位ハナシ。  【こののちは、三十年にも及ぶ長い御在位となった天皇はいらっしゃらない。】 
 































































































































330  内親王ニテ弘徽殿ニスヘマイラセラレタリケル也。  【内親王として弘徽殿に住まわされていらっしゃった御方である。】 
 









































































































































































356  カヤウノコト〔ヲバ〕思シルベキコト也。 〔ヲバ〕阿：
ハ 
 
【このようなことを、深く心に刻むべきである。】 
 
